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子ども達が楽しみにしている冬休みが、いよいよ始まります。この冬休みに様々な体験をし、楽

しい思い出がたくさんできればと思います。 

学校では、日常の健康・安全指導はもとより、休みの過ごし方について注意を促しているところ

ですが、ちょっとした油断や気のゆるみが大きな事件や事故に結び付くこともあります。 

ご家庭におかれましても、健康・安全、とりわけ「命」に関わることがらについては、特にご注

意されますようお願い申し上げます。 

 

 

１ 学習について 

①勉強は計画に沿って、毎日続けてがんばりましょう。  

②午前中に学習を進められるようにしましょう。  

③たくさん本を読みましょう。 

 

２ 生活について 

（１）健康な生活をしましょう。 

①「早寝・早起き・朝ごはん」を守り、リズムある生活を 

心がけましょう。 

②寒さに負けずに外で遊んだり運動をしたりして、体をきたえましょう。  

③耳や歯など治さなければいけないところがある人は、この休みに治しましょう。 

 

（２）外出の時は、「どこへ、だれと、何をしに、何時に帰るか」を家の人に必ず伝えてから出か

けましょう。 

   午後５時までには家に帰りましょう。（暗くなる前に帰りましょう。） 

 

（３）手伝いをどんどんしましょう。 

お手伝いは家の人と相談して決めたこと、自分の気がついたことを進んでやりましょう。 

   

３ 安全指導について 

（１）交通事故に気をつけましょう。 

  ①交通規則を守りましょう。（左右の安全確認・急な飛び出し・信号無視・歩道の通行の仕方・

車の直前、直後の横断等） 

  ②雪で歩道を歩けない時には気をつけながら右側を歩きましょう。 

  ③用事で夜間に外出するときは、目立つ服装（夜行反射材のついた上着の着用など）を心がけ

ましょう。 

  ④除雪作業のそばには、絶対近づかないようにしましょう。 

  ⑤道路脇の雪山では絶対に遊ばないようにしましょう。 

 



（２）スキー場や屋根の周りで起こる事故に気をつけましょう。 

  ①スキー場には基本的に大人（保護者）と一緒に行きましょう。 

  ②スキー場での無謀な滑走はやめましょう。（リフトの利用の仕方や滑走禁止区域等） 

  ③軒下で遊ぶのは絶対にやめましょう。（屋根の雪やつららが落下し、大事故が起こる可能性

があります。） 

 

（３）火気の事故に気をつけましょう。 

   火気の取り扱いに注意しましょう。 

  （子どもだけで、ストーブやコンロ等の火気の取り扱いをすることは絶対にやめてください。） 

 

 

４ 非行防止について 

①ゲームセンター、カラオケボックス、ショッピングセンターへは、大人同伴で行きましょう。 

   ・大人の人が買い物をしている間、子どもだけでゲームコーナーで待つことも禁止です。 

②必要以上のお金は持ち歩かないようにしましょう。（たかり、恐喝被害の防止のため） 

③お金やゲームソフト等の貸し借り、「おごる、おごられる」は、絶対にやめましょう。 

 

 

５ 携帯電話・スマートフォン・パソコンの利用について 

①「おたるスマート７」を守りましょう。 

②特に自分や友だちの個人情報（写真や名前）の扱いに気をつけましょう。 

③オンラインゲームや SNS上で悪口や暴言を言ったり、書いたりしないようにしましょう。 

※ご家庭のきまりを守って、携帯電話・スマートフォン・パソコンを使いましょう。 

④ルールをしっかり守ってクロムブックを使いましょう。 

保管場所に気をつけましょう。ふんづけたり、落としたり、お菓子のついた汚れた手で

触ると故障の原因になります。故意に破損させた場合や、紛失・盗難など重大な過失があ

る場合には、保護者の方の費用負担となります。 

 ３ページ以降にある「冬休み中も chromebook を安全＆効果的に 

活用するために」もご覧ください。 

 

６ 不審者・不審電話について 

①日頃から防犯ブザーを携帯しましょう。 

②友達の電話番号を聞き出すような不審な電話がかかってきた時は、決して教えないようにし

ましょう。 

③しつこく追いかけられたり、手をつかまれたりすることがあった時は、 

 

 

            

「いか・の・お・す・し」を 

心がけましょう！ 

 

 

 

・大きな声を出し、その場から逃げましょう。   

・近くの家やお店に逃げ込みましょう。  

・大人に助け求めましょう。 
【主な連絡先】 
・小樽警察署・生活安全課 ２７－０１１０ 
・桜交番  ５４－８８５２ 
・朝里交番 ５４－８０１７ 
・小樽市教育委員会 ３２－４１１１ 

（内）５２３ 
  ※学校閉庁日（８：５０～１７：２０） 
・望洋台小学校   ５２－２００７ 



冬休みにChromebookを家庭に持ち帰る上で、ご家庭でも子ども達への声かけ、目配りをお願いし
たいと思います。以下の点について確認していただき、子ども達が効果的に、そして安全にChromeb
ookを活用できるようご協力お願いいたします。

〈Chromebook本体の扱い方について〉

①Chromebookの上にも下にも、物は置かない。（特にChromebookに圧力がかからないようにす
る。）使わないときはソフトケースにしまう。
→不安定な場所に置いて、落としてしまい破損したケースがあります。
画面等が破損してしまうケースが増えています。

②Chromebookの近くに飲み物を置かない。
→Chromebookは水に弱いです。故障の原因となります。

③Chromebookの周りは整理整頓しておく。
→消しゴムのカスやシャープペンシルの芯などがChromebookに入り
込み、故障の原因となることがあります。

④Chromebookは優しく扱う。
→扱いに慣れてきて、開け閉めやキーボード操作等が乱暴になっている面があります。
ボタンや画面の破損につながりますので、優しく扱いましょう。

〈Chromebookの設定等について〉

⑤Chromebookの設定などの変更はしない。
→壁紙の変更やグーグルのカスタマイズは一切しないことになっています。

〈Chromebookの活用について〉

⑥Chromebook持ち帰りの目的は、「学習に活用するため」。
→好きなゲーム、アニメ、芸能人についての検索、YouTube等動画の視聴にChromebookは使
用しません。ご家庭の端末で行うようにしてください。また、不適切な言葉の検索をすると、
教育委員会に連絡が入ることがあります。

⑦学習に関係のない画像等のダウンロードをしない。

⑧ストリーム等への書き込みや児童同士のやりとりはしない。

⑨使用する時間が長くなりすぎないようにする。
→連続して長時間使用する、目が近くなりすぎる、寝転んで使用する、といったことがないよう
ご配慮ください。

基本的に「個人の所有物ではなく、学校から（市から）借りている物である」
「学習に活用するためのツールである」

ということを子ども達が理解して使用できるよう学校でも指導しています。ご家庭での声か
けもお願いいたします。
また、今年度は全市的にChromebookの破損が多くなっているそうです。また全国的に子ど

も達の視力低下等も話題となっています。
これらを受け望洋台小学校では２学期末に、以下の点について重点的に指導しました。こち

らについてもご確認の上、各ご家庭でも同様の視点でご指導いただければと思います。

○Chromebookは優しく丁寧に扱う。
○長時間連続で使用せず目を休ませる時間をとり、使う時の姿勢にも気をつける。



ぜひご確認ください！
□「検索履歴」学習に関係ない検索、気になる言葉の検索はありませんか?

□「壁紙」青い画面から違うものに変わっていませんか？

←この画面が正しいホーム画面です。
この壁紙以外への変更はしません。

□「ダウンロード」学習に関係ないイラストや画像をダウンロードしていませんか?

①左下の「○」ボタンを押す。」

②「ファイル」を押す。

③左にある「ダウンロード」を押すと、
右側に画像等が表示されます。

※Chromebookに関わって、聞きたいこと、伝えたいことなどがありましたら、学校に連絡してください。

学校でも定期的に、継続して指導しています。
冬休み中、各ご家庭でもお子さんの様子を見てあげてください。


